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◎第 10回(2018年)全国院生生活実態調査から見る大阪大学院生の現状に関して 

 

 

0) 本文章の目的・緒言 

〇基本情報 

■第十回全国院生生活実態調査(2018年度実施)の大阪大学のデータを基に以下の４項目(新

入院生/登校日数と滞在時間/健康/生協の運営参加)に対して、阪大生協院生委員会会議内に

て実態調査を議論した。本資料はその結果を簡単にまとめたものである。 

 

なお、本調査自体の大阪大学大学院生の有効回答数は 240であり、その調査サンプル属性は

巻末に示した。 

 

■本調査を基とした更なる聞き取り調査の実施や、理事会などにおける実際の実感に基づく議論

などを基に企画の実施や方針の策定などを行っていく。 
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1) 新入院生に関して 

【概略】新入院生の大学院入学の動機に関して、「文理別」「学部が阪大か否か」という二つの階

層わけで調査結果の考察を行った。 

文理別では文系が自分の興味関心がその動機として多い傾向にあり、その一方で理系では就

職に有利 や 進学が当たり前だと思った という理由も多く見受けられた。 

学部時代の出身大学が大阪大学か否かによっても進学理由の差が見受けられ、新入院生とい

う主語は同じでも、その進学動機や心持がその階層によって大きく異なることがわかる。 

 

①大学院に進学した理由 

・・・理系と文系で大きな差がある。 

■文系は『自身の興味を深める』あるいは『専門知識を身に着ける』という目的で進学した人が多

い。 

■理系は『専門知識を身に着けたい』、『就職に有利だから』、『進学が当たり前だと思った』という

理由が進学した理由の上位 3つを占めていた。 

■なお文理問わず、25%程度『社会に出たくない』との回答も見られた。 

 

☞以上より、「文系は自身の興味関心」「理系は就職のため/専門知識を付けるため」という動機

付けで大学院進学を決めているという傾向があることがわかる。 

理系の約半数が進学が当たり前だという認識からの進学という点からもその傾向は顕著である。 

 

 

②阪大の学部からの進学と、阪大以外の学校からの院進学の動機 

■阪大の学部から進学した院生(構成比約９割)が進学した理由は、「今までの研究を続けたかっ

た」「他の大学院に行くより楽」 などが多かった。 

■他の学校から阪大の大学院に進学した院生(構成比約１割)が進学した理由は、「別の分野の

研究がしたかった」「同じ研究でも先進的だった」などが多かった。 

 

☞以上より、広く「院生」とくくった場合でも、「阪大から/阪大以外から」「文系/理系」という違い

で、進入院生の進学への動機や心持が大きく異なることがわかる。 
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2) 大学院生の登校日数と研究時間に関して 

【概略】大学院生の登校日数・研究時間に関しての調査データをまとめた。また、コアタイムの有無

によるその登校/下校時間に関してのデータもまとめた。 

 

①登校日数と研究時間 

・・・登校日数は右図の通り。 

■修士課程では 5日弱程度が平均。なお、別データから

一日当たりの平均滞在時間は 8.2時間程度が平均で

ある。 

※博士課程の学生調査は母数N=2 

 

■コアタイム有(30%)/無(70%)における登校時間―下校時間分布をグラフで示したものが以

下。これによると、コアタイムが無いと、登校が遅くなり、その分として帰宅も遅くなる傾向がうか

がえる。また、1割以上の院生が 10時以降も学内に滞在している。 
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3) 大学院生の健康に関して 

【概略】大学生の健康について、「食生活」「メンタルヘルス」という観点から考察を行った。 

食生活に関しては、下宿生と自宅生で差がありそうである。例えば、下宿阪大院生は顕著な朝食

の欠食傾向がある。しかし、実際のところはどのような食事が実現されているのかを追調査する

必要がある。 

メンタルヘルスの観点では、院生以外を含めた同世代平均と比べても特に突出してストレスを感

じている人が多いわけではないものの、半数以上がストレスや悩みがあると答えている。そのた

め、院生ならではのケーススタディからのケアや理解を深めていくことが望ましい。 

①大学院生の食生活に関して 

■食費支出 自宅 17,200/下宿 31,300/寮 39,000 円 

(仮に一か月を 30日として一日あたりを出せば、自宅 573/下宿 1,043/寮 1,300 円) 

■朝食摂取率 自宅 79.4%/下宿 50.4%/合計 62.5% 

(なお、農林水産省のサイト 1によれば、朝食をほとんど毎日食べていると回答したのは成人 

83.7 %, 中学３年生で 83.3 %) 

■生協食堂に一週間のうち一度でも来店した割合 66.2 % 

  生協食堂に一週間で四回以上来店した割合 23.7 % 

 

☞以上より、「朝と夜を概ね家で食べ、昼は 500円程度をどこかで食べる自宅生」「朝食を欠食

し、一食当たり 500円の昼―夜ご飯をどこかで食べる下宿生」というステレオタイプ的な姿は浮

かび上がってきそうである。 また、生協食堂で食事をとっていれば主観的にはある程度の栄養バ

ランスの担保は叶いそうであるが、８割方の人は生協以外で食事をするシーンがあるわけであ

る。そのためそこが保証できず、実感ベースで言えば確かに院生の食生活はバランスを崩す危険

性をはらんでいると言えそうである。 

ただしこのような推論は実感ベースで、院生の食生活に関してはさらなる追調査が望ましい。 

 

②大学院生のメンタルヘルスに関して 

■55%の阪大院生が「悩みがある」と答えており、その中で原因として多かったものとしては「研

究活動」「自分の性格や能力」「将来の進路」に関してであった。 

⇔ところが、厚生労働省 2によれば 12歳以上で日常の悩みやストレスがあると答えた人は

46.5%で、20-29歳で男 43.5%,女 55.7%だそうである。 

 

☞従って、「院生は院生ならではの構造的な問題でストレスがかかりやすい」というよりは「院生も

他の年代や階層と同様にストレスがかかるシーンはあると考えられるので、それがどのようなもの

かをしっかりと認識し、予防啓発を行っていく」という考え方が良いと思われる。 

1 https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/wpaper/h28/h28_h/book/part1/chap1/b1_c1_1_02.html 

2 https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k tyosa10/3 3.html  

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/wpaper/h28/h28_h/book/part1/chap1/b1_c1_1_02.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k%20tyosa10/3%203.html
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4) 大学院生の生協運営参加に関して 

【概略】大学院生の生協への運営参加を「総代会」「ひとことカード」「生協への意見と改善」

「HandaiWalker」といった観点から考察した。いずれの観点からの考察においても、院生組合

員の運営参加に関しては、数値的に「知らない」「改善につながらない」といった数値が増加してお

り、改善の余地があると言えそうである。 

 

 


